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高速電波バースト (FRB: Fast Radio Burst)は、ミリ秒スケールの電波突発現象で、その起源は未解明である。
2020年に銀河系内のマグネター SGR 1935+2154で生じたFRBに付随したX線バーストの観測から、いくつかの
FRBはマグネターと関係することが明らかになった (Andersen B. C., et al., 2020)。しかし、FRBがマグネター
で起きる機構は未解明である。2022年 10月に SGR 1935+2154で再び FRBが発生し、その 2日前後でX線バー
ストが頻発した。我々はNICERとNuSTARで観測を行い、FRBの 4.4時間前後に、観測史上最大級の自転周波
数の上昇 (∆ν ∼ 10−5 Hz)を示す 2つのグリッチを発見し、その間では急速なスピンダウン (ν̇ ∼ 10−9 Hz s−1)を
検出した。定常X線放射は、1つ目のグリッチ前後で変わらなかったが、その 2時間後に定常放射の光度とスペク
トルの冪乗成分、バースト頻度が急激に上昇し、その後バーストが落ち着いていく間に FRBが起きた。2つのグ
リッチ間におけるエネルギー損失は、X線放射によるもの (∼ 7× 1040 erg)が、自転によるもの (∼ 7× 1041 erg)
の約 10%程度であることがわかった。FRB前後のマグネターの挙動は観測されたのは史上初であり、FRBと付
随するX線活動が中性子星の内部状態と回転エネルギーの損失と関連することを示す証拠となる。


